
読
者
か
ら
先
日
、「
鶴
岡

市
の
子
育
て
支
援
を
紹
介

し
て
、
安
心
し
て
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
で
き
る
よ

う
宣
伝
し
て
ほ
し
い
」
と

の
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
で
出
生
数
が
減
っ

て
い
る
の
で
、
何
と
か
し

た
い
と
の
思
い
で
す
。

鶴
岡
市
で
は
妊
婦
健
康

診
査
の
受
診
票
を

回
分

14

交
付
し
、
安
全
安
心
な
妊

娠
出
産
を
支
え
ま
す
。

保
健
師
が
産
褥
期
（
産

後
６
～
８
週
）
訪
問
指
導

や
妊
婦
サ
ポ
ー
ト
事
業
で

電
話
相
談
や
家
庭

訪
問
を
行
っ
て
い

ま
す
。

他
に
左
表
の
独

自
支
援
が
あ
り
ま

す
。経

済
的
支
援
で

は
、
中
学
卒
業
ま

で
子
ど
も
医
療
費
は
外
来

・
入
院
と
も
完
全
無
料
化

(

食
事
代
は
除
く)

が
実
現

し
て
い
ま
す
。

保
育
料
は
第
３
子
以
降

は
無
料
化(

小
学
生
以
下
）

で
、
今
後
拡
充
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
発
祥
の
地
と

し
て
助
成
も
課
題
で
す
。

◆若者世帯新築支援事業（鶴岡市建築課） 
　申請時点で世帯主またはその配偶者のいずれかが40歳未満である若者

世帯について、かつ婚姻世帯、子育て世帯のいずれかである場合に補助
金を交付。 

④子育て家庭等に対する経済的支援の充実 

◆子育て支援医療給付事業（鶴岡市国保年金課） 
　中学３年生までのすべての子どもに係る医療費（保険適用分）の自己

負担分を全額助成する。 

◆多子世帯保育料軽減事業（鶴岡市子育て推進課） 
　子育て世帯の経済的負担を軽減するため、保育所、幼稚園、認定こど

も園、認可外保育施設を利用する多子世帯の小学生以下第3子以降の保育
料を無料化する。 

◆未婚のひとり親家庭に対する保育料軽減事業（鶴岡市子育て推進課） 
　ひとり親家庭の支援の一環として、未婚のひとり親家庭の保育所、認

定こども園を利用する児童の保育料算定において、「寡婦控除」をみな
し適用する。 

⑤ひとり親家庭への支援 

⑥保護や支援を要する子どもの養育環境の整備 

◆児童発達支援対策事業（鶴岡市櫛引庁舎市民福祉課） 
◆おはなしルーム（乳幼児発達支援事業）（鶴岡市子ども家庭支援セン

ター） 
◆にこにこクラブ【鶴岡市乳児発達支援事業】（鶴岡市子ども家庭支援

センター） 

⑦学校・地域・家庭の連携による教育の展開 
◆ブックスタート（鶴岡市社会教育課） 

　７か月児健診時に絵本を贈呈。 

◆家庭教育支援講座推進事業（鶴岡市社会教育課） 

◆子どもまつり（鶴岡市子育て推進課） 
　遊びの伝承や親子のふれあいを目的とし、中央児童館や小真木原総合

体育館などを会場に、昭和47年から実施。

◆森の保育事業（鶴岡市子育て推進課） 

　地域の森林や自然環境での体験活動を実施。
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2月 33人 26,435円
1月 33人 37,509円

歳
の
祝
で
あ
る
。

厄
年
（

歳
）
は
、
一

42

生
の
う
ち
厄
、
災
難
、
不

慮
の
事
故
に
合
う
恐
れ
が

多
い
か
ら
、
忌
み
慎
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
歳
な
の

で
お
祓
い
を
す
る
行
事
で

あ
る
。

こ
の
日
は
雪
も
少
な
く

穏
や
か
な
日
で
あ
っ
た
。

八
色
木
皇
太
神
社
の
参

道
も
除
雪
さ
れ
、
す
が
す

が
し
い
気
分
で
あ
る
が
、

寒
さ
は
覚
悟
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

７
歳
児

名
（
男
児
８
、

14

女
児
６
）、
還
暦

名
（
男

22

、
女

）、
厄
払
い

名

10

12

18

（
男

、
女
７
）
の
合
同

11

祈
祷
で
あ
っ
た
。

公
民
館
で
そ
れ
ぞ
れ
記

念
写
真
を
撮
り
、
七
つ
祝

と
還
暦
祝
い
が
懇
親
会
を

行
い
、
一
日
の
行
事
が
終

わ
っ
た
。
厄
払
い
の
人
た

ち
は
一
泊
懇
親
会
、
還
暦

祝
い
は
場
所
を
移
し
て
２

次
会
で
あ
っ
た
。

翌
日
か
ら
年
号
が
平
成

に
変
わ
っ
た
。

書
経
（
中
国
最
古
の
経

典
）
に
あ
る
「
地
平
大
成
」

に
よ
る
意
味
で
あ
る
。

総
理
大
臣
小
渕
恵
三
が

「
平
成
」
の
文
字
を
大
書

し
て
い
た
。

あ
れ
か
ら

年
、
か
わ

29

い
い
７
歳
児
も
立
派
な
社

会
人
と
し
て
成
長
さ
れ
、

家
庭
を
持
ち
、
子
ど
も
に

も
恵
ま
れ
て
い
る
。
な
つ

か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

そ
し
て
「
私
の
昭
和
」

は
終
わ
っ
た
。
（
完
）

昭
和
か
ら
平
成
へ

昭
和

年
１
月
７
日
未

64

明
、
昭
和
天
皇
が
ご
逝
去

さ
れ
た
。
昭
和
時
代
は
終

わ
っ
た
。

こ
の
時
、
私
は
八
栄
島

公
民
館
長
を
し
て
い
た
。

毎
年
１
月
７
日
は
、
恒

例
で
あ
る
地
区
の
七
ツ
祝
、

還
暦
（

歳
）
祝
の
合
同

60

祝
と
、
そ
れ
に

歳
の
厄

42

払
い
が
行
わ
れ
る
年
初
め

の
重
要
な
行
事
の
日
で
あ

る
。国

民
均
し
く
喪
に
服
す

べ
き
な
の
で
た
め
ら
い
も

あ
り
、
神
職
須
田
宮
司
に

ご
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
準

備
万
端
整
っ
て
い
る
の
で

予
定
通
り
実
施
す
る
よ
う

に
と
の
事
で
あ
っ
た
。

以
前
は
、
七
つ
祝
、
還

暦
、
米
寿
祝
は
各
家
庭
で

盛
大
に
行
わ
れ
て
い
た
が

年
ご
と
に
華
美
に
な
り
、

公
民
館
が
提
唱
し
、
生
活

改
善
実
施
要
綱
に
従
っ
て

各
家
庭
で
行
っ
て
い
た
結

婚
式
を
会
費
制
に
し
、
町

内
会
長
が
実
行
委
員
長
と

な
り
関
係
者
が
執
り
行
っ

た
。そ

の
他
、
生
活
行
事
に

か
か
わ
る
病
気
見
舞
い
、

快
気
祝
い
、
香
典
、
建
築

祝
、
会
議
時
間
の
厳
守
な

ど
が
各
家
庭
に
配
布
さ
れ

今
も
守
ら
れ
て
い
る
。

七
つ
祝
は
、
幼
児
の
病

魔
を
退
散
し
、
健
康
で
す

こ
や
か
に
成
長
を
祝
う
行

事
で
あ
る
。

還
暦
（

歳
）
祝
は
、

60

再
び
生
ま
れ
た
年
の
干
支

に
還
る
と
言
う
数
え
年
61

鶴岡市の子育て支援独自施策

(山形県次代を担う子どもの育成支援　市町村独自施策事例集から）

Ⅰ　結婚支援の充実・強化 

◆婚活支援事業（鶴岡市地域振興課） 
　「つるおか婚活支援ネットワーク」「異業種交流会」開催。 市主催に

よるイベントや婚活セミナー等を開催。平成27年度から「つるおか世話
焼き委員会」が結婚支援事業。 

Ⅱ　子育て支援の充実・強化 

①安心して妊娠・出産・子育てができる環境づくり 

◆特定不妊治療助成事業（鶴岡市健康課） 
　特定不妊治療費から県補助金を差し引いた額に対し、初回申請時上限1

5万円、２回目以降申請時上限10万円、治療区分C・Fについては上限５万
円を助成。男性不妊治療が含まれる場合は、県の助成金を差し引いた額

に10万円を限度に助成。 

◆パパママ教室（鶴岡市健康課） 
　夫婦での参加を基本とし、保健師や助産師の講話等年６回開催してい

る。 
◆鶴岡市すこやかな子どもを生み育てるネットワーク推進事業（鶴岡市

健康課） 

　公開講演会、出前子育て懇談会、情報誌の発行、調査研究等。 

◆子育てデビューサポート事業（鶴岡市子ども家庭支援センター） 

　地域の方や先輩ママを活用。 

◆子育てホームページの開設（鶴岡市子育て推進課） 

◆子育て転入家族のための情報提供（鶴岡市子ども家庭支援センター） 

◆子ども家庭支援センター運営事業（鶴岡市子ども家庭支援センター） 

　自由来館の子育て広場を併設し、子育て中の家庭のサポートを行う。 

◆ハッピーホリデー事業（鶴岡市子ども家庭センター） 

　休日に自由来館の広場を開放。 

②地域における子育て支援の充実 

③子育て家庭が安心・安全に生活できる環境づくり 

◆住宅リフォーム支援事業（鶴岡市建築課） 
　18歳未満の子供がいる三世代世帯や18歳未満の子が３人以上いる場合

、婚姻や出産に伴い住宅リフォ－ム工事を行う際に助成を拡充。 



リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
と

い
え
ば
誰
で
も
知
っ
て
い

る
偉
人
、
リ
ン
カ
ー
ン
大

統
領
は
ア
メ
リ
カ
民
主
党

が
生
ん
だ
偉
大
な
大
統
領

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
あ
る
記
事
に

よ
る
と
彼
は
共
和
党
員
だ

っ
た
と
い
う
。

ア
メ
リ
カ
の
南
北
戦
争

時
代(

１
８
６
０
年
代)

は
、

今
の
ア
メ
リ
カ
の
共
和
、

民
主
の
主
張
が
反
対
で
、

共
和
党
が
リ
ベ
ラ
ル
派
、

民
主
党
は
保
守
派
だ
っ
た

と
い
う
。

記
事
を
読
む
前
ま
で
共

和
党
の
大
統
領
が
奴
隷
解

放
を
出
来
た
も
の
だ
と
不

思
議
に
思
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
最
近
の
大
統
領
選

挙
の
州
ご
と
の
得
票
に
は

っ
き
り
と
読
み
取
れ
る
の

で
目
か
ら
鱗
と
い
う
感
じ

で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
と
い
え
ば
世

界
の
富
の
４
割
を
持
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
る
豊
か
な

白
人
国
で
、
何
不
自
由
な

く
暮
ら
し
て
い
る
の
に
と

思
っ
て
仕
方
が
な
い
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
（
？
）

の
気
ま
ぐ
れ
言
動
が
人
々

を
苦
し
め
て
い
る
が
、
以

前
私
も
バ
ン
ク
ー
バ
ー
か

ら
シ
ア
ト
ル
に
向
か
う
時
、

テ
ロ
リ
ス
ト
と
間
違
わ
れ

た
の
か
厳
し
い
入

国
検
査
を
経
験
し

た
が
、
今
更
何
を

叫
ん
で
い
る
と
い

う
感
じ
が
し
て
な

ら
な
い
。

そ
の
日
は
週
末

の
土
曜
日
、
私
達

２
人(

彼
は
韓
国

の
企
業
に
勤
め
る
公
認
会

計
士)

は
、
シ
ア
ト
ル
で
活

躍
す
る
日
本
人
野
球
選
手

を
見
る
為
に
朝
早
く
車
で

出
か
け
た
。

幸
い
入
国
審
査
事
務
所

に
は
入
国
待
ち
の
人
の
姿

が
殆
ど
無
か
っ
た
の
で
、

｢

こ
れ
は
ラ
ッ
キ
ー｣
と
思

い
き
や
、
私
達
の
パ
ス
ポ

ー
ト
を
受
け
取
っ
た
係
官

に
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
足

の
先
ま
で(

当
然
靴
は
脱
が

さ
れ
る)

入
念
に
チ
ェ
ッ
ク

さ
れ
た
（
疑
わ
し
い
の
か

係
官
は
数
回
別
室
に
消
え

た
り
出
て
き
た
り
）。

こ
れ
は
誤
認
逮
捕
さ
れ

る
か
も
と
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な

が
ら
待
機
す
る
事
約
１
時

間
、
車
の
中
ま
で
調
べ
ら

れ
て
や
っ
と
通
し
て
も
ら

っ
た
。
勿
論
試
合
は
始
ま

っ
て
い
た
。

日
本
は
島
国
で
ピ
ン
と

こ
な
い
が
、
人
の
移
動
は

あ
た
り
ま
え
の
事
。
私
が

バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
お
世
話

に
な
っ
た
夫
婦
も
ド
イ
ツ

と
イ
ギ
リ
ス
が
母
国
。
そ

し
て
元
藤
島
町
議
会
議
員

の
故
百
瀬
忠
さ
ん
の
２
女

も
カ
ナ
ダ
に
住
ん
で
い
る
。

シ
ア
ト
ル
の
あ
る
ワ
シ

ン
ト
ン
州
の
司
法
長
官
曰

く
、｢

ト
ラ
ン
プ
は
準
備
も

熟
慮
も
足
り
な
く
大
統
領

に
相
応
し
く
な
い
。｣

と
。

首
相
に
も
投
げ
か
け
て

欲
し
い
名
言
だ
。

申
告
書
を
出
し
た
が

一
月
中
に
還
付
申
告
し

た
の
で
気
づ
い
た
こ
と
を
。

▲
今
年
か
ら
書
く
欄
が
増

え
た
の
が
、
個
人
番
号
と

い
う
欄
だ
。
つ
ま
り
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
書
け
と
い
う

こ
と
。
申
告
書
を
提
出
し

に
行
っ
た
ら
受
付
で
す
ぐ

指
摘
し
た
も
ん
だ
。
書
い

て
な
い
じ
ゃ
な
い
の
ト
。

▲
あ
っ
ち
こ
っ
ち
に
書
く

わ
け
に
い
か
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
の
。
あ
っ
ち
で
モ
レ

タ
ノ
・
こ
っ
ち
で
ヌ
ス
マ

レ
タ
ノ
と
テ
レ
ビ
に
出
る

で
し
ょ
。
だ
か
ら
書
き
ま

せ
ん
と
申
し
上
げ
た
。
帰

り
し
な
に
又
い
う
か
ら「
こ

ん
な
こ
と
で
呼
び
出
し
は

ア
ン
メ
ー
ゼ
」
と
言
っ
て

帰
っ
て
来
た
。

▲
今
回
か
ら
源
泉
徴
収
票

や
生
命
保
険
の
領
収
書
を

貼
る
用
紙
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
写
し
を
貼

る
所
が
作
ら
れ
た
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
な
い

人
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

判
る
写
し
と
免
許
証
の
写

し
を
貼
れ
と
い
う
の
だ
が
、

顔
写
真
が
つ
い
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
っ
た

人
は
、
市
内
で
は

％
に

10

満
た
な
い
ら
し
い
。

▲
し
か
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
書
か
せ
て
本
当
だ
か

証
明
書
を
つ
け
ろ
と
い
う

の
は
ア
ン
マ
リ
だ
ぜ
。
又

コ
ピ
ー
機
が
あ
る
家
は
多

く
は
な
い
で
し
ょ
う
に
。

▲
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い

て
は
、「
全
国
生
活
と
健
康

を
守
る
会
連
合
会
」
が
、

総
務
省
・
国
税
庁
・
内
閣

府
と
交
渉
し
、
書
い
て
な

く
て
も
受
け
付
け
る
と
確

認
し
た
と
し
ん
ぶ
ん
赤
旗

２
月

日
付
。

10

▲
生
命
保
険
と
個
人
年
金

控
除
に
新
と
介
護
保
険
が

出
来
た
こ
と
。
だ
か
ら
生

命
と
年
金
に
は
新
と
旧
が

あ
る
。
領
収
書
に
表
示
さ

れ
て
い
る
か
ら
分
け
る
こ

と
が
出
来
る
ん
だ
が
。

▲
旧
だ
け
だ
と
５
万
円

が
限
度
で
、
新
旧
合
わ

せ
る
と
４
万
円
が
限
度

額
な
ん
だ
ゼ
。
お
ら
の

頭
か
ら
す
れ
ば
逆
な
ん

だ
が
ネ
ー
。
（
石
川
）

の
よ
き
伝
統
を
守
る
」
な

ど
と
挨
拶
し
、
安
倍
政
権

の
周
辺
で
、
最
近
起
っ
て

い
る
「
神
武
天
皇
実
在
論
」

の
役
割
を
も
担
っ
て
い
る

人
物
。

国
会
で
南
ス
ー
ダ
ン
陸

自
部
隊
の
「
日
報
問
題
」

が
起
こ
っ
た
。
か
く
な
る

人
物
だ
か
ら
日
報
は
廃
棄

か
ら
保
存
に
一
転
す
る「
隠

ぺ
い
」
を
し
、
さ
ら
に
「
戦

車
や
迫
撃
砲
を
使
用
し
た

戦
闘
」
と
あ
る
の
に
、「
法

的
な
意
味
に
お
け
る
戦
闘

行
為
で
は
な
く
武
力
衝
突
」

と
し
、「
憲
法
９
条
上
の
問

題
に
な
る
〈
戦
闘
〉
と
の

先
に
、
稲
田
防
衛
大
臣
の

驚
く
べ
き
発
言
が
国
会
で

起
こ
っ
た
。
稲
田
氏
は
２

０
０
５
年
、
小
泉
首
相
の

「
刺
客
」
と
し
て
福
井
１

区
で
初
当
選
、
２
０
１
４

年
に
規
制
改
革
担
当
大
臣
、

政
調
会
長
に
就
任
、
２
０

１
６
年
か
ら
防
衛
大
臣
、

自
民
党
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス

を
歩
む
最
右
翼
。
例
え
ば

「
文
化
の
日
」
を
明
治
天

皇
の
誕
生
を
祝
う
「
明
治

の
日
」
に
変
え
よ
う
と
い

う
集
会
で
「
神
武
天
皇
の

偉
業
に
立
ち
戻
り
、
日
本

言
葉
は
使
う
べ
き
で
は
な

い
」
な
ど
と
答
え
た
。

南
ス
ー
ダ
ン
に
い
る
日

本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
代
表
今
井
高
樹
さ

ん
は
、
現
地
様
子
を
知
る

数
少
な
い
日
本
人
。
現
在
、

国
境
を
超
え
て
南
ス
ー
ダ

ン
首
都
ジ
ュ
バ
へ
入
り
、

避
難
民
の
医
療
・
食
糧
支

援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

今
井
さ
ん
は
、
稲
田
防
衛

大
臣
の
言
動
を
〝
言
葉
遊

び
〟
と
批
判
、
ま
た
自
衛

隊
の
〝
駆
け
つ
け
警
護
〟

に
、
現
地
は
誰
も
期
待
し

て
い
な
い
と
も
言
う
。

「
駆
け
つ
け
警
護
〟

に
、
現
地
で
は
誰
も

期
待
し
て
い
な
い
」

と
今
井
さ
ん

「
暮
ら
し
の
中
に
憲
法

を
」
の
パ
タ
ー
ン
で
今
後

も
書
こ
う
と
し
て
い
た
矢

（
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
２
月

日
付
）
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